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福島県商工業振興基本計画の指標について 

 

○上方修正 

個別指標 19 ホープツーリズム催行件数 

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
変更前 75 85 95 105 110 115 120 125 130
変更後 75 85 410 425 440 455 470 485 500
実績値 63 141 319 396

目標値

 

【見直しの理由】 

 当初、地域の受入施設が整っていない中、徐々にホープツーリズムを周知・浸透させ件数

増につなげるという意図から、全体実績に対して定数５または１０を加算するよう設定し

ていたところであるが、プログラムや関連コンテンツの認知が進んだことにより、令和５年

度時点の実績で令和１２年度の目標値を大きく上回ったため、上方修正することとしたい。 

【変更後の目標値の設定根拠】 

複数あるホープツーリズム実績対象メニューのうち、特にニーズが高い「ＦＰを派遣する

コンテンツ型」および「伝承館プログラム型」の２種を対象とし、令和５年４～６月と令和

６年４～６月の件数実績の伸び率である 5.5％をベースに、コロナ特需の終了や少子化の影

響等を考慮し年間３～４％を毎年の伸び率として設定する。 

 

個別指標 24 事業承継計画策定件数 

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
変更前 100 110 120 130 140 150 150 150 150
変更後 100 110 287 337 337 337 337 337 337
実績値 67 117 177 237

目標値

 

【見直しの理由】 

当初、平成３０年度から令和２年度までの実績の平均値をもって目標値を設定したとこ

ろであるが、事業承継への関心が高まっていることを背景に、令和５年度時点の実績で令和

１２年度の目標値を大きく上回ったため、上方修正することとしたい。 

【変更後の目標値の設定根拠】 

計画の策定件数が令和２年から毎年５０件前後ずつ増加しており、計画の提出期限が令

和８年３月末であることを踏まえて、令和７年度までは毎年５０件の増加を見込んで目標

値を設定する。 
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個別指標 46 メードインふくしまロボットの件数 

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12
変更前 47 49 51 53 54 55 56 57 58
変更後 47 49 67 72 77 81 85 89 93
実績値 43 47 54 62

目標値

 

【見直しの理由】 

 当初、福島ロボットテストフィールドが開所するなど、これからロボット関連産業の振興

が本格化する時期にあったことから、実現可能性を踏まえて、年間１、２件程度の増加を見

込んでいたが、これまでの研究開発等への支援の成果などにより、令和５年度時点の実績で 

令和１２年度の目標値を上回ったため、上方修正することとしたい。 

【変更後の目標値の設定根拠】 

 メードインふくしまロボットの件数は製造品出荷額等の増加に結びつく指標であるため、

個別指標である「双葉郡の製造品出荷額等」の増加率に合わせて、令和１２年度の目標値を

基準値の 216％増として設定する。 

 


